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看護学におけるエビデンスを活用し、 
理論を生成・検証できる力を養う 

「特別研究」「課題研究」 
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臨床看護学 
領域科目 

 

「特論」 
「演習」 

広域看護学 
領域科目 

 

「特論」 
「演習」 
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理論と実践に基づいた研究能力およびエビデンスとナラティブを統合できる看護実践能力を備え、 
看護現象を探究し、看護学の発展と健康・福祉の向上に寄与できる人材を育成する。 

同志社女子大学大学院 
 

看護学研究科看護学専攻 （修士課程）概念図 

修了後の
進路 

看護学研究特論 
看護研究方法論 

科学英語論文ｸﾘﾃｨｰｸ 

理論看護特論 
看護倫理特論 

看護教育特論 
看護管理特論 

健康科学特論 

学位取得 
修士（看護学） 

リサーチマインドと高い 
コンピテンシーを有し総合病院などで

活躍する看護職者、指導者 

  博士課程への 
  進学者 

  看護の知識・技術・態度の育成      看護基盤科目   看護展開科目   看護探究科目 

  看護の基礎となる専門知識の育成                  専門基礎科目 

基盤科目 
保健師助産師看護師学校養成所 

指定規則で定める科目 
 

「リプロダクティブヘルス論」 
「妊娠期助産診断技術学」 
「地域国際母子保健論Ⅰ」 
「助産マネジメント論」 

「助産学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」 等 

発展科目 
高度な助産実践力を修得できる科目 

 
「高次助産診断技術学演習」 

「リプロダクティブヘルス演習」 
「助産学実習Ⅳ・Ⅴ」  等 

高度な実践能力を有し 
周産期母子医療センターなどで 

活躍する助産師、指導者 

看護学や助産学の高度で専門的な知識と技術の修得を図る。 
そして、学生個々の研究課題と研究方法を検討する。 

看護学をより広く深い視点から探究し、学生自らが課題を認識する。 
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